
【

人

物

一

覧

表

】

 
生

野

　

康

成

（

３

４

）

（

４

１

）

（

５

１

）

…

会

社

 

　

員

 

生

野

　

恵

美

（

３

１

）

（

４

８

）

…

康

成

の

妻

 

生

野

　

美

咲

（

６

）

（

１

６

）

…

康

成

の

娘

 

恵

美

の

父

（

７

４

）

…
認

知

症

 

恵

美

の

母

（

７

３

）

…

恵

美

の

父

と

暮

ら

す

 

生

野

　

陽

太

（

１

）

…

康

成

の

息

子

 

街

の

人

…

生

野

家

の

近

く

に

住

む

住

民
 



◯

生

野

家

・

康

成

の

書

斎

 
　

　

　

生

野

美

咲

（

６

）

、

ゴ

ミ

箱

か

ら

写

真

を

拾

 

　

　

　

い

上

げ

る

。

 

　

　

　

大

き

な

公

園

で

の

ピ

ク

ニ

ッ

ク

中

の

写

真

。

 

　

　

　

生

野

康

成

（

３

４

）

、

レ

ジ

ャ

ー

シ

ー

ト

に

 

　

　

　

座

っ

た

ま

ま

幼

児

（

１

）

を

高

い

高

い

す

 

　

　

　

る

。

生

野

恵

美

（

３

１

）

、

横

で

微

笑

む

。

 

　

　

　

幼

児

、

性

別

不

詳

に

写

る

。

手

に

は

布

製

の

 

　

　

　

ボ

ー

ル

。

 

康

成

康

成

（

４

１

）

（

声

）

「

（

冷

淡

に

）

美

咲

」

 

　

　

　

美

咲

、

写

真

を

服

の

中

に

隠

す

。

 

　

　

　

部

屋

に

近

づ

く

康

成

の

足

音

。
 

康

成

「

（

冷

淡

に

）

お

父

さ

ん

の

部

屋

に

入

っ

ち

ゃ

 

　

駄

目

だ

。

何

度

言

っ

た

ら

分

か

る

ん

だ

」
 

　

　

　

美

咲

、

走

り

去

る

。

 

T

「

十

年

後

」

 

◯

コ

ン

ビ

ニ

前

・

ゴ

ミ

箱

横

（

夕

方

）

 

　

　

　

生

野

美

咲

（

１

６

）

、

ア

イ

ス

を

食

べ

る

。

 

　

　

　

ゴ

ミ

箱

の

中

か

ら

音

。

 

　

　

　

美

咲

、

急

い

で

食

べ

終

え

、

ゴ

ミ

箱

の

中

を

 

　

　

　

探

ろ

う

と

す

る

。

 



◯

生

野

家

・

玄

関

 
　

　

　

美

咲

、

犬

を

抱

え

て

帰

る

。

 

美

咲

「

た

だ

い

ま

」

 

生

野

恵

美

（

４

８

）

（

声

）

「

お

か

え

り

」

 

◯

同

・

浴

室

 

　

　

　

美

咲

、

犬

の

体

を

洗

う

。

 

恵

美

（

声

）

「

美

咲

、

お

母

さ

ん

、

エ

サ

買

っ

て

く

 

　

る

わ

ね

」

 

美

咲

「

う

ん

（

少

し

間

を

置

い

て

）

こ

の

子

、

ヒ

ナ

 

　

タ

っ

て

名

前

に

す

る

。

今

日

す

ご

く

い

い

天

気

 

　

で

、

太

陽

！

　

っ

て

感

じ

の

日

だ

っ

た

か

ら

」

 

　

　

　

一

瞬

の

沈

黙

。

 

恵

美

（

声

）

「

（

冷

静

に

）

そ

う

」

 

◯

同

・

ダ

イ

ニ

ン

グ

（

夜

）

 

　

　

　

生

野

康

成

（

５

１

）

、

恵

美

、

美

咲

、

食

事

 

　

　

　

す

る

。

 

　

　

　

ヒ

ナ

タ

、

ピ

ク

ニ

ッ

ク

中

の

写

真

に

写

っ

て

 

　

　

　

い

た

布

製

の

ボ

ー

ル

で

遊

ぶ

。

ボ

ー

ル

の

中

 

　

　

　

か

ら

カ

ラ

カ

ラ

と

音

が

鳴

る

。

 

　

　

　

周

り

に

は

、

幼

児

用

の

お

も

ち

ゃ

が

散

ら

ば

 

　

　

　

る

。

 

恵

美

「

（

ヒ

ナ

タ

を

見

て

微

笑

み

）

も

う

ず

っ

と

押

 



　

し

入

れ

に

し

ま

っ

た

ま

ま

だ

っ

た

お

も

ち

ゃ

。

懐

 
　

か

し

い

」

 

　

　

　

康

成

、

下

を

向

い

て

黙

々

と

食

べ

続

け

る

。

 

美

咲

「

（

笑

顔

で

）

そ

の

ボ

ー

ル

が

お

気

に

入

り

に

 

　

な

っ

た

の

ね

え

」

 

康

成

「

（

下

を

向

い

た

ま

ま

冷

淡

に

）

勝

手

に

拾

っ

 

　

て

き

て

う

ち

で

飼

う

っ

て

言

っ

た

っ

て

駄

目

だ

ろ

 

　

う

。

き

ち

ん

と

ど

こ

か

に

連

絡

し

た

方

が

い

い

」

 

美

咲

「

な

ん

で

。

私

は

大

切

に

す

る

。

だ

か

ら

、

絶

 

　

対

私

と

一

緒

に

い

た

方

が

い

い

。

も

う

名

前

も

決

 

　

め

た

ん

だ

か

ら

。

ヒ

ナ

タ

」

 

　

　

　

康

成

、

瞬

時

に

手

を

止

め

、

恵

美

を

見

る

。

 

　

　

　

恵

美

、

反

応

し

な

い

。

 

康

成

「

（

感

情

的

に

憤

っ

て

）

ど

う

し

て

そ

ん

な

、

 

　

人

間

に

つ

け

る

み

た

い

な

名

前

な

ん

だ

。

犬

な

ん

 

　

だ

か

ら

ポ

チ

と

か

シ

ロ

と

か

、

そ

う

い

う

名

前

で
 

　

い

い

だ

ろ

う

。

そ

ん

な

名

前

は

良

く

な

い

」

 

　

　

　

美

咲

、

動

揺

し

て

言

い

返

せ

な

い

。

 

◯

同

・

同

（

夜

）

 

　

　

　

康

成

、

組

ん

だ

手

を

テ

ー

ブ

ル

に

置

い

て

座

 

　

　

　

り

、

斜

め

下

を

じ

っ

と

見

つ

め

る

。

 

　

　

　

恵

美

、

食

器

を

片

付

け

る

。

 



康

成

「

（

冷

淡

に

）

あ

の

名

前

は

駄

目

だ

」

 
　

　

　

恵

美

、

反

応

し

な

い

。

 

　

　

　

康

成

、

恵

美

を

見

る

。

　

 

康

成

「

（

冷

淡

に

）

君

は

何

も

思

わ

な

い

の

か

」

 

恵

美

「

私

だ

っ

て

最

初

に

聞

い

た

時

は

動

揺

し

た

わ

 

　

よ

。

で

も

、

美

咲

が

そ

う

決

め

た

ん

だ

か

ら

。

 

　

（

少

し

考

え

て

）

な

ん

だ

か

ち

ょ

っ

と

嬉

し

い

 

　

じ

ゃ

な

い

」

 

◯

同

・

同

（

夜

）

 

　

　

　

床

に

は

、

ボ

ー

ル

も

含

め

、

お

も

ち

ゃ

が

散

 

　

　

　

ら

ば

っ

た

ま

ま

に

な

っ

て

い

る

。

　

　

　

 

　

　

　

康

成

、

濡

れ

た

髪

を

拭

く

。

 

康

成

「

（

冷

淡

に

）

美

咲

は

？

」

 

恵

美

「

寝

た

わ

よ

」

 

　

　

　

康

成

、

小

さ

く

溜

め

息

を

つ

く

。

 

恵

美

「

あ

な

た

、

さ

っ

き

ひ

ど

く

カ

ッ

と

な

っ

て

 

　

怒

っ

た

で

し

ょ

？

　

美

咲

は

あ

ん

な

風

に

感

情

的

 

　

に

な

る

あ

な

た

の

こ

と

な

ん

て

見

た

こ

と

な

い

で

 

　

し

ょ

う

に

。

そ

れ

に

、

ど

う

し

て

怒

ら

れ

た

の

か

 

　

だ

っ

て

よ

く

分

か

ら

な

い

で

し

ょ

う

か

ら

、

相

当

 

　

驚

い

た

で

し

ょ

う

ね

。

」

 

康

成

「

…
…

」

 

　

　

　

康

成

、

ボ

ー

ル

を

拾

い

上

げ

、

見

つ

め

る

。

 



康

成

「

（

冷

淡

に

）

あ

の

犬

は

、

今

度

の

休

み

に

動

 
　

物

愛

護

セ

ン

タ

ー

へ

連

れ

て

行

く

。

そ

れ

く

ら

い

 

　

一

緒

に

い

れ

ば

美

咲

も

懲

り

る

だ

ろ

う

。

（

少

し

 

　

間

を

置

い

て

静

か

に

）

家

族

に

は

な

ら

な

い

ん

だ

 

　

か

ら

名

前

は

い

ら

な

い

」

 

◯

同

・

同

（

朝

）

 

　

　

　

美

咲

、

ヒ

ナ

タ

に

エ

サ

を

与

え

る

。

 

　

　

　

床

に

は

、

お

も

ち

ゃ

が

散

ら

ば

っ

た

ま

ま

。

 

美

咲

「

な

ん

で

！

？

　

日

曜

日

に

連

れ

て

行

く

っ

 

　

て

、

も

う

今

日

金

曜

日

だ

よ

？

　

金

曜

土

曜

と

２

 

　

日

し

か

一

緒

に

い

れ

な

い

の

？

」
 

康

成

「

（

冷

淡

に

）

昨

日

も

入

れ

た

ら

３

日

だ

」

 

　

　

　

美

咲

、

悔

し

そ

う

な

顔

を

す

る

。

 

康

成

「

そ

れ

と

、

散

ら

か

し

っ

ぱ

な

し

の

お

も
 

　

ち

ゃ

、

し

ま

う

か

ら

な

」

 

　

　

　

床

に

は

、

転

が

っ

た

ま

ま

の

布

製

の

ボ

ー

 

　

　

　

ル

。

 

◯

同

・

リ

ビ

ン

グ

（

夕

方

）

 

　

　

　

床

に

あ

っ

た

お

も

ち

ゃ

は

片

付

け

ら

れ

て

無

 

　

　

　

く

な

っ

て

い

る

。

 

　

　

　

ピ

ク

ニ

ッ

ク

中

の

写

真

を

手

に

持

ち

、

見

つ

 

　

　

　

め

る

恵

美

。

 



　

　

　

恵

美

、

ふ

と

掛

け

時

計

を

見

る

。

１

６

時

直

 
　

　

　

前

。

 

恵

美

「

あ

ら

、

い

け

な

い

」

 

　

　

　

恵

美

、

写

真

を

人

目

の

つ

か

な

い

と

こ

ろ

に

 

　

　

　

し

ま

う

。

 

◯

同

・

美

咲

の

部

屋

（

夜

）

 

　

　

　

美

咲

、

ベ

ッ

ド

下

か

ら

箱

を

取

り

出

し

、

中

 

　

　

　

か

ら

ピ

ク

ニ

ッ

ク

中

の

写

真

を

出

す

。

 

美

咲

「

（

ヒ

ナ

タ

に

話

し

か

け

な

が

ら

）

こ

の

写

 

　

真

、

昔

お

父

さ

ん

の

部

屋

で

見

つ

け

た

の

。

私

、

 

　

こ

ん

な

ピ

ク

ニ

ッ

ク

し

た

記

憶

全

く

な

い

ん

だ

け

 

　

ど

。

で

も

ね

、

こ

の

時

の

お

父

さ

ん

、

す

ご

い

優

 

　

し

そ

う

な

顔

し

て

る

で

し

ょ

？

　

い

つ

も

怖

い

顔

 

　

ば

っ

か

し

て

る

け

ど

、

こ

の

写

真

見

る

と

、

こ

ん

 

　

な

顔

も

で

き

る

ん

だ

っ

て

、

思

え

る

の

」

 

　

　

　

美

咲

、

微

笑

ん

で

、

ヒ

ナ

タ

を

撫

で

る

。

 

◯

同

・

リ

ビ

ン

グ

（

夕

）

 

　

　

　

美

咲

、

ヒ

ナ

タ

と

じ

ゃ

れ

る

。

 

　

　

　

恵

美

の

電

話

が

鳴

る

。

 

　

　

　

恵

美

、

電

話

を

と

る

。

 

恵

美

「

も

し

も

し

、

お

母

さ

ん

？

」

 



◯

康

成

の

職

場

・

廊

下

 
　

　

　

康

成

、

ス

マ

ホ

を

見

る

。

恵

美

か

ら

不

在

着

 

　

　

　

信

が

３

件

。

 

康

成

「

（

電

話

を

か

け

て

）

も

し

も

し

？

　

悪

い

。

 

　

会

議

だ

っ

た

」

 

◯

生

野

家

・

リ

ビ

ン

グ
 

　

　

　

恵

美

と

美

咲

、

荷

造

り

を

す

る

。

 

　

　

　

恵

美

、

康

成

と

通

話

す

る

。

 

恵

美

「

（

早

口

で

）

お

母

さ

ん

か

ら

電

話

が

あ

っ

た

 

　

の

よ

、

お

父

さ

ん

が

倒

れ

た

っ

て

」

 

◯

康

成

の

職

場

・

廊

下

 

康

成

「

何

！

？

　

大

丈

夫

な

の

か

」

 

◯

生

野

家

・

リ

ビ

ン

グ

 

恵

美

「

分

か

ら

な

い

。

美

咲

と

２

人

で

行

っ

て

く

る

 

　

か

ら

、

今

夜

は

ご

飯

、

自

分

で

ど

う

に

か

し

て

く

 

　

れ

る

？

」

 

◯

康

成

の

職

場

・

廊

下

 

康

成

「

あ

あ

、

分

か

っ

た

。

気

を

つ

け

て

な

」

 

◯

生

野

家

・

リ

ビ

ン

グ

 



恵

美

「

う

ん

」

 
美

咲

「

お

母

さ

ん

！

　

電

話

変

わ

っ

て

！

」

 

恵

美

「

（

康

成

に

向

か

っ

て

）

ち

ょ

っ

と

待

っ

て

」

 

　

　

　

美

咲

、

電

話

を

受

け

取

る

。

 

美

咲

「

私

が

い

な

い

間

、

ヒ

ナ

タ

に

エ

サ

あ

げ

て

」

 

◯

康

成

の

職

場

・

廊

下
 

康

成

「

（

目

を

つ

ぶ

っ

て

）

あ

あ

、

心

配

す

る

な

」

 

◯

病

院

・

廊

下

 

　

　

　

恵

美

の

母

と

恵

美

、

美

咲

、

歩

く

。

 

恵

美

の

母

「

倒

れ

た

時

は

も

う

駄

目

か

と

思

っ

た

わ

 

　

よ

」

 

恵

美

「

こ

っ

ち

だ

っ

て

慌

て

た

わ

よ

。

お

母

さ

ん

 

　

も

、

単

な

る

貧

血

だ

っ

て

分

か

っ

た

時

点

で

連

絡

 

　

し

て

く

れ

れ

ば

よ

か

っ

た

の

に

ー

ー

。

で

も

、

大
 

　

事

な

く

て

ホ

ッ

と

し

た

わ

」

 

恵

美

の

母

「

『

単

な

る

』

っ

て

言

っ

た

っ

て

、

二

週

 

　

間

く

ら

い

は

入

院

み

た

い

よ

。

大

変

よ

」

 

◯

同

・

病

室

 

　

　

　

恵

美

の

父

、

ベ

ッ

ド

上

に

座

る

。

 

　

　

　

恵

美

の

母

、

外

か

ら

ド

ア

を

開

け

る

。

 

恵

美

の

母

「

お

父

さ

ん

、

恵

美

た

ち

が

来

て

く

れ

ま

 



　

し

た

よ

」

 
恵

美

「

お

父

さ

ん

」

 

恵

美

の

父

「

（

恵

美

を

見

て

）

あ

あ

、

恵

美

。

（

美

 

　

咲

を

見

て

）

お

お

、

陽

太

も

来

て

く

れ

た

か

」

 

　

　

　

美

咲

、

固

ま

る

。

 

恵

美

「

（

大

げ

さ

に

笑

っ

て

）

も

う

、

何

言

っ

て

る

 

　

の

よ

お

父

さ

ん

。

美

咲

よ

、

美

咲

」

 

　

　

　

美

咲

、

苦

笑

い

す

る

。

 

恵

美

の

父

「

あ

あ

、

美

咲

か

。

陽

太

は

ど

う

し

た

」

 

恵

美

「

（

よ

り

大

げ

さ

に

笑

っ

て

）

も

う

や

だ

、

お

 

　

父

さ

ん

。

い

な

い

わ

よ

」

 

恵

美

の

父

「

（

遠

く

を

見

て

）

い

な

い

の

か

あ

、

そ

 

　

う

か

あ

」

 

◯

生

野

家

・

ダ

イ

ニ

ン

グ

（

夜

）

 

　

　

　

康

成

、

ヒ

ナ

タ

に

エ

サ

を

与

え

る

。

 

康

成

「

（

冷

淡

に

）

エ

サ

だ

」

 

　

　

　

ヒ

ナ

タ

、

近

づ

か

な

い

。

 

康

成

「

お

い

犬

！

　

（

冷

淡

に

）

エ

サ

だ

」

 

　

　

　

ヒ

ナ

タ

、

動

か

な

い

。

 

　

　

　

康

成

、

大

き

く

溜

め

息

を

つ

く

。

 

康

成

「

ヒ

ナ

タ

！

　

（

少

し

優

し

い

ト

ー

ン

で

）

エ

 

　

サ

だ

」

 

　

　

　

ヒ

ナ

タ

、

食

べ

る

。

 



康

成

「

う

ま

い

か

？

」

 
　

　

　

ヒ

ナ

タ

、

夢

中

で

食

べ

る

。

 

康

成

「

そ

う

か

、

う

ま

い

か

。

（

少

し

笑

っ

て

）

よ

 

　

か

っ

た

な

」

 

　

　

　

康

成

、

ヒ

ナ

タ

を

撫

で

る

。

 

　

　

　

ヒ

ナ

タ

、

顔

を

上

げ

る

。

 

康

成

「

（

覗

き

込

ん

で

）

ヒ

ナ

タ

か

。

（

少

し

笑

っ

 

　

て

）

ヒ

ナ

タ

。

（

も

っ

と

笑

っ

て

）

ヒ

ナ

タ

」

 

ヒ

ナ

タ

「

ワ

ン

！

」

 

　

　

　

康

成

、

ハ

ッ

と

し

、

怖

い

顔

に

な

る

。

 

康

成

「

（

怒

鳴

っ

て

）

そ

う

だ

！

　

お

前

は

犬

 

　

だ

！

　

た

だ

の

犬

だ

！

　

名

前

な

ん

て

な

い

ん

 

　

だ

！

」

 

　

　

　

康

成

、

ヒ

ナ

タ

を

庭

に

出

す

。

 

◯

恵

美

の

実

家

・

寝

床

(

夜

）

 

　

　

　

恵

美

と

美

咲

、

寝

支

度

を

す

る

。

 

　

　

　

美

咲

、

恵

美

の

様

子

を

う

か

が

う

。

 

　

　

　

恵

美

、

気

づ

か

な

い

。

 

美

咲

「

ね

え

、

お

母

さ

ん

」

 

恵

美

「

ん

？

」

 

美

咲

「

ひ

な

た

っ

て

…
…

誰

？

」

 

　

　

　

恵

美

、

目

を

そ

ら

す

。

手

を

動

か

す

。

 

　

　

　

美

咲

、

恵

美

を

じ

っ

と

見

る

。

 



恵

美

「

（

手

を

止

め

て

）

あ

な

た

の

お

兄

ち

ゃ

ん

 
　

よ

。

あ

な

た

が

生

ま

れ

る

前

に

亡

く

な

っ

た

わ

」

 

　

　

　

美

咲

、

恵

美

を

じ

っ

と

見

つ

づ

け

る

。

 

恵

美

「

太

陽

の

『

陽

』

に

、

『

太

い

』

で

『

ひ

な

 

　

た

』

。

（

美

咲

を

見

て

）

あ

の

頃

、

お

父

さ

ん

　

 

　

は

、

仕

事

よ

り

も

何

よ

り

も

、

私

た

ち

家

族

と

の

 

　

時

間

を

大

切

に

し

て

く

れ

て

た

。

い

つ

も

笑

っ

て

 

　

く

れ

て

た

。

休

み

の

日

は

毎

日

の

よ

う

に

３

人

で

 

　

出

か

け

た

わ

。

（

斜

め

上

を

見

て

）

あ

の

子

が

１

 

　

歳

の

あ

る

日

、

お

じ

い

ち

ゃ

ん

も

一

緒

に

ピ

ク

 

　

ニ

ッ

ク

に

行

っ

た

の

。

お

父

さ

ん

、

レ

ジ

ャ

ー

 

　

シ

ー

ト

に

座

っ

た

ま

ま

、

あ

の

子

を

こ

う

や

っ

て

 

　

し

て

言

っ

た

の

」

 

　

　

　

恵

美

、

両

腕

を

上

げ

て

高

い

高

い

の

ジ

ェ

ス

 

　

　

　

チ

ャ

ー

を

す

る

。

 

恵

美

「

（

微

笑

ん

で

）

『

お

前

は

、

い

つ

も

家

族

の
 

　

こ

と

を

明

る

く

し

て

く

れ

る

太

陽

み

た

い

な

子

 

　

だ

、

陽

太

』

っ

て

。

あ

の

子

の

後

ろ

に

は

太

陽

が

 

　

輝

い

て

て

ね

、

お

父

さ

ん

、

幸

せ

そ

う

な

顔

し

て

 

　

た

」

 

　

　

　

恵

美

、

美

咲

を

見

る

。

 

恵

美

「

（

も

っ

と

笑

顔

に

な

っ

て

）

お

じ

い

ち

ゃ

 

　

ん

、

夢

中

で

写

真

撮

っ

て

た

わ

よ

」

 

　

　

　

恵

美

、

涙

目

に

な

り

、

下

を

向

く

。

 



恵

美

「

（

低

い

ト

ー

ン

で

）

で

も

、

そ

の

次

の

日

の

 
　

朝

、

あ

の

子

を

起

こ

そ

う

と

し

た

ら

、

す

ご

い

熱

 

　

を

出

し

て

た

。

急

い

で

病

院

に

行

っ

た

け

ど

、

あ

 

　

の

子

が

目

を

覚

ま

す

こ

と

は

、

も

う

な

か

っ

 

　

た

…
…

。

（

頷

い

て

）

そ

の

時

に

は

も

う

、

美

咲

 

　

が

お

腹

の

中

に

い

て

ね

。

（

笑

顔

で

美

咲

を

見

 

　

て

）

お

母

さ

ん

は

嬉

し

か

っ

た

の

よ

。

暗

い

気

持

 

　

ち

の

私

た

ち

の

と

こ

ろ

に

、

ま

た

明

る

く

し

て

く

 

　

れ

る

太

陽

み

た

い

な

子

が

来

て

く

れ

る

ん

だ

っ

 

　

て

。

（

遠

く

を

見

て

）

で

も

、

お

父

さ

ん

に

は

、

 

　

も

う

少

し

、

た

だ

辛

い

現

実

と

だ

け

向

き

合

う

時

 

　

間

が

必

要

だ

っ

た

の

か

も

し

れ

な

い

わ

ね

」

 

　

　

　

恵

美

、

涙

を

堪

え

、

無

理

矢

理

笑

っ

て

美

咲

 

　

　

　

を

見

る

。

 

　

　

　

美

咲

、

恵

美

に

抱

き

つ

く

。

 

美

咲

「

（

震

え

る

声

で

）

お

母

さ

ん

、

話

し

て

く

れ
 

　

て

あ

り

が

と

う

」

 

　

　

　

恵

美

、

美

咲

を

抱

き

し

め

る

。

 

◯

生

野

家

・

ダ

イ

ニ

ン

グ

（

朝

）

 

　

　

　

康

成

、

ヒ

ナ

タ

の

エ

サ

を

持

っ

て

庭

に

出

 

　

　

　

る

。

 

康

成

「

（

冷

淡

に

）

お

い

、

エ

サ

だ

ぞ

。

（

周

り

を

 

　

見

渡

し

て

ヒ

ナ

タ

を

探

し

な

が

ら

）

お

い

」

 



◯

恵

美

の

実

家

・

ダ

イ

ニ

ン

グ

・

食

卓

（

朝

）

 

　

　

　

恵

美

の

母

と

恵

美

、

美

咲

、

朝

食

を

食

べ

終

 

　

　

　

え

る

。

 

　

　

　

恵

美

の

母

、

片

付

け

始

め

る

。

 

恵

美

の

母

「

せ

っ

か

く

来

た

ん

だ

か

ら

、

少

し

ゆ

っ

 

　

く

り

し

て

い

け

ば

い

い

の

に

」

 

恵

美

「

う

ち

に

だ

っ

て

用

事

が

あ

る

ん

だ

か

ら

。

美

 

　

咲

も

明

日

は

普

通

に

学

校

だ

し

」

 

恵

美

の

母

「

そ

う

ね

。

急

な

こ

と

で

康

成

く

ん

に

も

 

　

迷

惑

か

け

ち

ゃ

っ

た

わ

ね

。

大

丈

夫

だ

っ

た

？

」

 

恵

美

「

（

頷

い

て

）

食

事

は

自

分

で

や

っ

て

く

れ

て

 

　

る

み

た

い

だ

か

ら

」

 

恵

美

の

母

「

よ

ろ

し

く

言

っ

て

お

い

て

ね

」
 

恵

美

「

う

ん

。

私

た

ち

、

今

日

も

う

一

回

お

父

さ

ん

 

　

の

と

こ

ろ

に

会

い

に

行

っ

て

、

そ

れ

で

帰

る

わ
 

　

ね

」

 

恵

美

の

母

「

え

え

。

よ

ろ

し

く

ね

」

 

　

　

　

恵

美

の

母

、

部

屋

か

ら

出

る

。

 

　

　

　

美

咲

の

電

話

が

鳴

る

。

 

　

　

　

美

咲

、

ス

マ

ホ

を

見

る

。

 

美

咲

「

（

恵

美

を

見

て

）

お

父

さ

ん

か

ら

だ

！

」

 

　

　

　

美

咲

、

電

話

に

出

る

。

 

美

咲

「

も

し

も

し

？

」

 



康

成

（

声

）

「

（

ゆ

っ

く

り

静

か

な

声

で

）

美

咲

、

 
　

す

ま

な

い

。

申

し

訳

な

い

」

 

美

咲

「

ど

う

し

た

の

？

」

 

康

成

（

声

）

「

（

な

ん

と

か

声

を

出

し

て

）

ヒ

ナ

タ

 

　

が

…
…

い

な

く

な

っ

て

し

ま

っ

た

」

 

美

咲

「

え

っ

？

」
 

◯

生

野

家

周

辺

・

住

宅

街

（

朝

）

 

　

　

　

康

成

、

周

り

を

見

渡

し

な

が

ら

電

話

で

話

 

　

　

　

す

。

 

康

成

「

（

切

迫

し

た

声

で

）

お

父

さ

ん

の

せ

い

だ

。

 

　

昨

日

の

夜

、

庭

に

出

し

て

し

ま

っ

た

ん

だ

。

す

ま

 

　

な

い

。

今

探

し

て

る

ん

だ

が

。

（

震

え

た

声

で

）

 

　

ヒ

ナ

タ

…
…

ヒ

ナ

タ

…
…

」

 

◯

恵

美

の

実

家

・

ダ

イ

ニ

ン

グ

・

食

卓

（

朝

）

 

　

　

　

美

咲

、

固

ま

る

。

 

美

咲

「

（

我

に

返

っ

て

）

分

か

っ

た

。

私

も

帰

っ

た

 

　

ら

す

ぐ

探

す

か

ら

」

 

　

　

　

美

咲

、

ゆ

っ

く

り

電

話

を

切

る

。

 

　

　

　

恵

美

、

心

配

そ

う

に

美

咲

を

見

つ

め

る

。

 

美

咲

「

（

下

を

向

い

て

）

ヒ

ナ

タ

が

…
…

い

な

く

 

　

な

っ

た

っ

て

…
…

」

 

恵

美

「

ど

う

し

て

！

」

 



美

咲

「

（

心

配

そ

う

に

）

お

父

さ

ん

が

、

夜

か

ら

庭

 
　

に

出

し

て

た

っ

て

」

 

恵

美

「

そ

う

い

う

こ

と

な

ら

、

早

く

帰

る

支

度

し

な

 

　

い

と

ね

。

ほ

ら

、

動

き

ま

し

ょ

」

 

　

　

　

美

咲

、

動

か

な

い

。

 

恵

美

「

美

咲

？

」
 

美

咲

「

（

泣

き

そ

う

な

声

で

）

お

父

さ

ん

、

声

、

震

 

　

わ

せ

て

言

っ

て

た

。

（

少

し

間

を

置

い

て

）

ヒ

ナ

 

　

タ

…
…

ヒ

ナ

タ

…
…

っ

て

」

 

　

　

　

美

咲

、

顔

を

上

げ

て

恵

美

を

見

る

。

 

美

咲

「

私

が

勝

手

に

犬

拾

っ

て

き

て

、

勝

手

に

名

前

 

　

付

け

て

、

お

父

さ

ん

に

も

、

お

母

さ

ん

に

も

、

辛

 

　

い

思

い

さ

せ

て

た

よ

ね

」

 

　

　

　

恵

美

、

美

咲

に

近

づ

く

。

 

恵

美

「

い

い

の

よ

。

美

咲

は

何

も

悪

い

こ

と

し

て

な

 

　

い

で

し

ょ

？

　

事

情

も

知

ら

せ

て

な

か

っ

た

の
 

　

に

、

お

父

さ

ん

が

イ

ラ

イ

ラ

し

た

態

度

で

ご

め

ん

 

　

ね

」

 

美

咲

「

（

小

声

で

）

う

ん

」

 

恵

美

「

さ

、

動

く

わ

よ

」

 

◯

住

宅

街

・

小

さ

な

公

園

 

　

　

　

康

成

、

遊

具

を

覗

く

。

 

康

成

「

ヒ

ナ

タ

」

 



◯

同

・

生

野

家

近

く

の

家

・

玄

関

前

 

　

　

　

恵

美

、

住

人

と

話

す

。

 

恵

美

「

（

ヒ

ナ

タ

の

特

徴

を

説

明

し

て

）

今

日

ど

こ

 

　

か

で

見

な

か

っ

た

か

し

ら

？

」

 

◯

同

・

生

野

家

近

く

の

道

 

　

　

　

美

咲

、

周

り

を

見

渡

し

、

と

ぼ

と

ぼ

歩

く

。

 

◯

同

・

広

め

の

公

園

・

草

む

ら

（

夕

方

）

 

　

　

　

康

成

、

必

死

な

顔

で

、

屈

ん

で

草

む

ら

を

探

 

　

　

　

す

。

後

ろ

に

恵

美

と

美

咲

が

立

つ

。

 

美

咲

「

も

う

、

し

ょ

う

が

な

い

ん

じ

ゃ

な

い

？

　

も

 

　

う

戻

っ

て

こ

な

い

か

も

、

う

ち

の

子

じ

ゃ

な

い

ん

 

　

だ

か

ら

」

 

康

成

「

（

は

っ

と

振

り

返

り

）

何

言

っ

て

る

ん

 

　

だ

！

」

 

恵

美

「

ま

あ

そ

ろ

そ

ろ

食

事

の

支

度

し

に

帰

ら

な

い

 

　

と

。

（

康

成

に

向

か

っ

て

）

あ

な

た

も

、

ま

と

も

 

　

に

お

昼

も

食

べ

て

な

い

ん

で

し

ょ

う

」

 

　

　

　

康

成

、

無

言

で

再

び

草

む

ら

の

方

に

顔

を

向

 

　

　

　

け

て

探

す

。

 

康

成

「

（

草

む

ら

の

方

を

向

い

た

ま

ま

）

も

う

す

ぐ

 

　

暗

く

な

っ

て

、

バ

ラ

バ

ラ

で

行

動

す

る

の

も

危

な

 



　

く

な

る

。

先

に

帰

っ

て

食

事

の

支

度

を

し

て

て

く

 
　

れ
…
…

。

ヒ

ナ

タ

は

、

俺

が

連

れ

て

帰

る

か

ら

」

 

恵

美

「

ど

う

で

あ

っ

て

も

、

食

事

の

時

間

に

は

帰

っ

 

　

て

き

て

よ

」

 

　

　

　

康

成

、

無

反

応

で

前

に

進

む

。

 

美

咲

「

お

父

さ

ん
…
…

」

 

◯

生

野

家

・

キ

ッ

チ

ン

（

夕

方

）

 

　

　

　

恵

美

と

美

咲

、

食

事

の

準

備

を

す

る

。

 

◯

住

宅

街

・

広

め

の

公

園

・

草

む

ら

（

夕

方

）

 

　

　

　

日

暮

れ

が

近

づ

き

、

暗

く

な

っ

て

い

る

。

 

　

　

　

康

成

、

草

む

ら

を

探

る

。

ふ

と

動

き

を

止

 

　

　

　

め

、

ひ

ら

め

い

た

よ

う

な

顔

を

す

る

。
 

◯

生

野

家

・

キ

ッ

チ

ン

（

夕

方

）

 

　

　

　

恵

美

と

美

咲

、

食

事

の

準

備

を

す

る

。

 

　

　

　

玄

関

の

扉

が

開

い

た

音

が

す

る

。

 

美

咲

「

帰

っ

て

き

た

！

」

 

恵

美

「

（

笑

顔

で

）

早

い

わ

ね

」

 

美

咲

「

見

つ

か

っ

た

っ

て

こ

と

？

」

 

　

　

　

康

成

、

真

剣

な

顔

で

ズ

カ

ズ

カ

と

家

の

中

を

 

　

　

　

歩

く

。

 

康

成

「

ま

だ

だ

。

で

も

、

も

う

見

つ

か

る

。

必

ず

、

 



　

す

ぐ

に

見

つ

か

る

」

 
　

　

　

康

成

、

家

の

奥

へ

歩

い

て

行

く

。

し

ば

ら

く

 

　

　

　

し

て

音

が

鳴

る

布

製

の

ボ

ー

ル

を

手

に

キ

ッ

 

　

　

　

チ

ン

へ

戻

っ

て

く

る

。

そ

の

ま

ま

必

死

な

顔

 

　

　

　

で

玄

関

へ

行

き

、

家

を

出

る

。

 

　

　

　

恵

美

と

美

咲

、

目

を

合

わ

せ

る

。

 

◯

同

・

玄

関

前

・

家

の

外

（

夕

方

）

 

　

　

　

恵

美

と

美

咲

、

二

人

と

も

同

じ

方

向

の

遠

く

 

　

　

　

を

見

る

。

 

◯

住

宅

街

・

広

め

の

公

園

・

草

む

ら

（

夜

）

 

　

　

　

恵

美

と

美

咲

、

息

を

切

ら

し

て

公

園

に

着

 

　

　

　

く

。

 

　

　

　

既

に

着

い

て

い

た

康

成

の

背

中

が

見

え

る

。

 

康

成

「

（

ボ

ー

ル

を

持

っ

た

手

を

大

き

く

振

っ

て

）
 

　

ヒ

ナ

タ

ー

。

ヒ

ナ

タ

ー

」

 

ヒ

ナ

タ

（

声

）

「

（

公

園

の

外

の

住

宅

街

か

ら

）

ワ

 

　

ン

！

」

 

　

　

　

康

成

、

瞬

時

に

声

の

方

向

を

見

る

。

 

　

　

　

恵

美

と

美

咲

、

同

じ

方

向

を

見

る

。

 

康

成

「

（

震

え

た

声

で

）

ヒ

ナ

タ

…
…

」

 

　

　

　

ヒ

ナ

タ

、

康

成

の

方

へ

走

っ

て

く

る

。

 

　

　

　

康

成

、

力

が

抜

け

、

そ

の

場

で

膝

を

つ

く

。

 



　

　

　

ヒ

ナ

タ

、

康

成

の

と

こ

ろ

に

着

き

、

ボ

ー

ル

 
　

　

　

に

飛

び

つ

く

。

 

　

　

　

康

成

、

ボ

ー

ル

を

咥

え

た

ヒ

ナ

タ

を

抱

き

し

 

　

　

　

め

る

。

 

康

成

「

（

震

え

た

声

で

）

ご

め

ん

な

。

ヒ

ナ

タ

。

ご

 

　

め

ん

な

」

 

　

　

　

美

咲

、

震

え

な

が

ら

康

成

た

ち

に

一

歩

一

歩

 

　

　

　

近

づ

く

。

ガ

ク

ン

と

膝

を

落

と

し

、

康

成

と

 

　

　

　

ヒ

ナ

タ

を

腕

で

包

む

。

 

美

咲

「

（

震

え

た

声

で

）

ご

め

ん

な

さ

い

。

お

父

さ

 

　

ん

…
…
 

ご

め

ん

な

さ

い

。

あ

り

が

と

う

」

 

　

　

　

康

成

、

美

咲

に

包

ま

れ

て

い

た

腕

を

出

し

、

 

　

　

　

美

咲

を

包

む

。

 

　

　

　

恵

美

、

動

か

ず

に

大

粒

の

涙

を

流

し

て

い

 

　

　

　

る

。

 

◯

生

野

家

・

リ

ビ

ン

グ

（

朝

）

 

　

　

　

恵

美

と

美

咲

、

荷

物

を

持

っ

て

ソ

フ

ァ

に

座

 

　

　

　

る

。

 

　

　

　

ヒ

ナ

タ

、

ボ

ー

ル

で

遊

ぶ

。

首

輪

を

つ

け

て

 

　

　

　

い

る

。

 

康

成

「

（

リ

ビ

ン

グ

に

や

っ

て

き

て

）

じ

ゃ

あ

行

こ

 

　

う

か

」

 

　

　

　

美

咲

、

ボ

ー

ル

を

荷

物

に

入

れ

る

。

 



　

　

　

全

員

、

玄

関

へ

去

る

。

 
　

　

　

リ

ビ

ン

グ

に

残

さ

れ

た

写

真

立

て

に

は

、

康

 

　

　

　

成

と

恵

美

、

陽

太

の

ピ

ク

ニ

ッ

ク

の

写

真

。

 

◯

大

き

な

公

園

・

ピ

ク

ニ

ッ

ク

の

写

真

と

同

じ

場

所

 

　

　

　

美

咲

、

ボ

ー

ル

を

投

げ

、

ヒ

ナ

タ

が

と

っ

て

 

　

　

　

く

る

。

 

　

　

　

康

成

と

恵

美

、

レ

ジ

ャ

ー

シ

ー

ト

に

座

り

、

 

　

　

　

笑

っ

て

見

て

い

る

。
 

美

咲

「

お

父

さ

ん

、

投

げ

て

」
 

　

　

　

美

咲

、

康

成

に

ボ

ー

ル

を

パ

ス

す

る

。

 

　

　

　

康

成

、

ボ

ー

ル

を

投

げ

る

。
 

　

　

　

ヒ

ナ

タ

、

ボ

ー

ル

を

と

っ

て

、

康

成

に

駆

け

 

　

　

　

寄

る

。

 

　

　

　

康

成

、

そ

の

ま

ま

ヒ

ナ

タ

を

持

ち

上

げ

る

。

 

康

成

「

（

笑

顔

で

）

よ

お

ー

し

」

 

　

　

　

持

ち

上

げ

ら

れ

た

ヒ

ナ

タ

の

後

ろ

に

は

太

陽

 

　

　

　

が

輝

い

て

い

る

。

 

　

　

　

恵

美

、

目

に

涙

を

浮

か

べ

な

が

ら

、

笑

顔

で

 

　

　

　

康

成

を

見

つ

め

る

。

 

恵

美

（

心

の

声

）

「

あ

り

が

と

う

。

ひ

な

た

」

 

　

　

　

ヒ

ナ

タ

の

首

輪

に

は

”
H
I
N
A
T
A
”

の

文

 

　

　

　

字

。

 

　

　

　

美

咲

、

動

か

ず

に

笑

顔

で

見

つ

め

る

。

 



　

　

　

美

咲

の

目

に

は

、

１

７

年

前

の

写

真

と

同

じ

 
　

　

　

構

図

に

映

る

。

 


